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○洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標。

○筑後川において、基準地点荒瀬において、昭和28年6月洪水に次ぐ昭和57年7月洪水と同規模（概ね50年に1回の確率で発生する洪水
規模）の洪水の安全な流下を図り、河川整備計画の目標流量は、6,900m3/s（概ね50年に1回の確率で発生する洪水規模）とします。

○支川の城原川については、筑後川本川と整合のとれた治水安全度を確保します。

○洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する考え方。

○城原川については、調査中の城
原川ダムにより洪水を調節し、さ
らに河道掘削及び築堤等を行うこ
とで、洪水の安全な流下を図りま
す。
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河川名
目標流量等※1

(m3/s)
河川整備基本方針に対応した流量※2

(m3/s)
地点名

城原川 540 690 日出来橋

《H18.7筑後川水系河川整備計画より》河道の整備目標流量図

数値：河道の整備目標流量（m3/s）

※左記に示す流量は、ダムによる洪水調
節後の河道整備目標流量です。
図中の数値は、各河川におけるピーク

流量を示しています。本川と各支川の
ピーク発生時刻には時差があることから、
支川のピーク流量が本川のピーク流量時
の合流量とはなりません。

１．ダム検証における目標流量について（筑後川水系河川整備計画）

1
※「概ね50年に1回の確率で発生する洪水規模」及び「概ね150年に1回の確率で発生する洪水規模」とは年超過確率それぞれ1/50・1/150の規模（毎年

1年間にその規模を超える洪水が発生する確率がそれぞれ1/50(2%)・1/150(0.7%)である）を示している。

※1.本川の目標流量は、概ね50年に1回の確率で発生する洪水規模の流量です。

※2.河川整備基本方針に対応した流量は、概ね150年に1回の確率で発生する洪水規模の流量です。
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■ダム検証における目標流量について
「今後の治水対策のあり方について（中間とりまとめ）H22.9」より抜粋

１．ダム検証における目標流量について（検証の考え方）

ダム検証における目標流量「第２章 個別ダム検証の理念」より

目標を上回る洪水に対する検討内容「第７章 評価軸」より
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○平成２１年７月出水において、日出来橋水位観測所で計画高水位を４１cm超える４．９２mを観測。
○城原川左岸６ｋ４００付近において、漏水に伴う堤防川裏法面の崩壊が発生。

城原川

7月26日撮影

神埼橋付近

2009/7/26 10時のレーダー雨量

佐賀地方気象台提供
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２．平成２１年、平成２２年の出水について（平成２１年７月出水）

7月26日撮影

朝日橋付近

城原川



20１０/7/１４ ７時のレーダー雨量

14日7時

7月14日撮影

城原川

城原川6k000付近 新村橋付近
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○平成２２年７月出水においても、２年連続で計画高水位を超過し、日出来橋水位観測所で計画高水位を１５cm超える
４．６６mを観測 。

7月14日撮影

城原川9k500付近 川寄橋付近

城原川

２．平成２１年、平成２２年の出水について（平成２２年７月出水）



○城原川では、現在に至るまで様々な水利用に関する会議を行ってきているところ、現在は「城原川利水調整協議
会」において調査・検討を続けている。

３．水利用合理化の検討（城原川利水調整協議会）
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■H21～（継続中）

■H24～H25

■H25～（継続中）

城原川からの取水実態を把握するため、全35樋管からの取水量調査(水位観測調査)を実施。

樋管管理者の立会いの下、樋管毎に水の利用状況や水路形態の調査確認を実施。

樋管管理者の立会いの下、現地試験（各樋管の開度調整）を行い取水量や影響等を確認。

城原川利水調整協議会（H21.3.24 設立）

○目的：関係者の合意形成を図りながら、利水施設の管理のあり方と対応策に
ついて検討を行う。

○構成：佐賀県、農水省、国交省、神埼市、土地改良区、利水関係者

・城原川利水調整協議会（幹事会）２０回
・利水関係者との現地調査 １回

○準備会以降の取組状況（H23年度～H26年度）

・利水関係者との現地試験 ２回
・利水関係者への報告会 ４回

■今後（H26以降） 今後、これらの調査結果を踏まえ、引き続き水利用の合理化に向けた調整を行う。


